
愛 知 県 ※Q１の回答は担当者の個⼈情報であるため省略。
Q5

防災・危機管
理部局職員総
数（⼈）

うち⼥性⼈数
（⼈）

はい いいえ Q3で「いい
え」と回答

「災害対応⼒
を強化する⼥
性の視点〜男
⼥共同参画の
視点からの防
災・復興ガイ
ドライン〜」
を教材として
活⽤した。

「災害対応⼒
を強化する⼥
性の視点」実
践的学習プロ
グラム（令和3
年5⽉）を教材
として活⽤し

た。

研修・訓練の
企画から実施
まで、男⼥共
同参画担当部
局と防災・危
機管理担当部
局が連携して
取り組んだ。

男⼥共同参画
部局または男
⼥共同参画セ
ンターの職員
が講師を務め

た。

男⼥共同参画
部局、防災・
危機管理担当
部局以外の、
災害対応を⾏
う部局（福
祉・教育・保
健担当等）の
職員が参加し

た。

⼥性職員への
参加勧奨（広
報、声がけ
等）を⾏っ

た。

その他

名 古 屋 市 58 7 〇 〇
豊 橋 市 16 3 〇 〇
岡 崎 市 13 2 〇 〇
⼀ 宮 市 9 0 〇 〇 国⽴⼥性教育会館主催「男⼥共同参画

の視点による災害対応研修」（令和4年
10⽉開催）に男⼥共同参画担当が参加

瀬 ⼾ 市 5 0 〇 〇
半 ⽥ 市 9 1 〇 〇
春 ⽇ 井 市 8 0 〇 〇
豊 川 市 7 1 〇 〇
津 島 市 6 0 〇 〇
碧 南 市 10 1 〇 〇
刈 ⾕ 市 13 3 〇 〇
豊 ⽥ 市 15 2 〇 〇
安 城 市 11 3 〇 〇 独⽴⾏政法⼈国⽴⼥性教育会館が開催

した研修に出席した。
⻄ 尾 市 12 1 〇 〇
蒲 郡 市 6 1 〇 〇
⽝ ⼭ 市 5 0 〇 〇
常 滑 市 5 1 〇 〇
江 南 市 5 0 〇 〇
⼩ 牧 市 6 1 〇 〇
稲 沢 市 7 1 〇 〇
新 城 市 4 0 〇 〇
東 海 市 8 2 〇 〇
⼤ 府 市 10 0 〇 〇 ⽇⾚奉仕団との協働より、学校施設に

新たに設置した空調設備の燃料となる
ＬＰガスバルクを活⽤した炊き出し訓
練を実施した。

知 多 市 7 0 〇 〇
知 ⽴ 市 10 0 〇 〇
尾 張 旭 市 6 1 〇 〇
⾼ 浜 市 5 0 〇 〇
岩 倉 市 5 0 〇 〇
豊 明 市 8 1 〇 〇
⽇ 進 市 5 1 〇 〇 〇 〇
⽥ 原 市 8 1 〇 〇
愛 ⻄ 市 7 1 〇 〇
清 須 市 5 0 〇 〇 防災リーダー養成講座において、⼥性

の視点での避難所運営をテーマに⼥性
講師による講座を実施した。

北名古屋市 13 1 〇 〇
弥 富 市 8 0 〇 〇
み よ し 市 13 5 〇 〇
あ ま 市 8 1 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 5 0 〇 〇
東 郷 町 5 2 〇 〇 職員が研修に参加したため、本町が主

として取組みを⾏っていない。
豊 ⼭ 町 3 0 〇 〇
⼤ ⼝ 町 1 0 〇 〇
扶 桑 町 3 1 〇 〇
⼤ 治 町 5 1 〇 〇
蟹 江 町 5 0 〇 〇
⾶ 島 村 3 0 〇 〇
阿 久 ⽐ 町 3 0 〇 〇
東 浦 町 5 1 〇 〇
南 知 多 町 5 0 〇 〇
美 浜 町 5 1 〇 〇 内閣府の「男⼥共同参画の視点による

災害対応研修」に防災課職員が参加し
た。(web研修)

武 豊 町 9 2 〇 〇
幸 ⽥ 町 8 1 〇 〇
設 楽 町 3 0 〇 〇
東 栄 町 2 0 〇 〇
豊 根 村 6 1 〇 〇

本庁の⾏政職員のうち、防災・
危機管理部局に配置されている
⼥性職員の状況を教えてくださ

い。
（令和4年12⽉31⽇現在）

令和4年1⽉1⽇から令和4年12
⽉31⽇までの間に、職員に対
し、「男⼥共同参画の視点から
の防災」をテーマにした研修・
訓練を1回以上実施しました

か？

男⼥共同参画の視点からの防災研修・訓練を実施するにあたり、どのような取組を⾏いましたか？ Q4でその他を選択した場合には回答を
お願いします。

市 区 町 村 Q2 Q3 Q4



愛 知 県
Q10

はい いいえ 防災会議委
員の総数
（⼈）

⼥性委員数
（⼈）

はい いいえ Q6で「いい
え」と回答

Q8で「いい
え」と回
答、または
Q6で「いい
え」と回答

防災会議の
委員に関す
る条例を改
正した。

5号委員に
ついて、庁
内職員を任
命する際に
は、職位に
関わらず積
極的に⼥性
職員を登⽤
した。

7号委員に
ついて、指
定公共機関
⼜は指定地
⽅公共機関
から⼥性の
役員⼜は職
員を登⽤し

た。

8号委員に
ついて、⾃
主防災組織
を構成する
者⼜は学識
経験のある
者のうち、
⼥性を積極
的に登⽤し

た。

防災会議の
下部組織
（部会等）
や実質的な
事務を担う
幹事に⼥性
を登⽤し
た。

委員を公募
し、⼥性を
積極的に登
⽤した。

専⾨性を有
する⼥性の
⼈材リスト
を作成し、
関係団体へ
の⼥性委員
の推薦を要
請した。

男性委員に
対し、男⼥
共同参画の
視点の重要
性について
の研修や情
報共有を
⾏った。

その他

名 古 屋 市 〇 67 12 〇 〇 2年毎にある改選の機会等
を捉え、各機関に対し⼥性
委員の登⽤率向上について
協⼒を呼び掛けている。

豊 橋 市 〇 34 3 〇 〇 防災会議の参加機関に⼥性
の積極的登⽤を促した。

岡 崎 市 〇 34 6 〇 〇 〇 地域防災計画に、防災会議
の委員に占める⼥性の割合
を⾼めるよう取り組むこと
を明記した。

⼀ 宮 市 〇 44 1 〇 〇 委嘱替えの際に、できる限
り⼥性の委員に就任しても
らうようお願いしている

瀬 ⼾ 市 〇 27 3 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 24 1 〇 〇
春 ⽇ 井 市 〇 50 5 〇 〇
豊 川 市 〇 39 7 〇 〇 条例で定める委員のなかで

⼥性役員を登⽤している。
（豊川市防災会議条例第3
条第5項の第11号：市⻑が
防災上特に必要と認める者
として、市P連⼥性部⻑を
指名している。）

津 島 市 〇 24 2 〇 〇
碧 南 市 〇 34 3 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 30 6 〇 〇
豊 ⽥ 市 〇 39 3 〇 〇
安 城 市 〇 27 8 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 38 3 〇 〇
蒲 郡 市 〇 39 1 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 34 4 〇 〇
常 滑 市 〇 49 2 〇 〇
江 南 市 〇 25 2 〇 〇 令和4年度開催の防災会議

において、⼥性委員の登⽤
について議題にあげ、⼥性
委員の必要性について会議
内で協議した。来年度以
降、⼥性団体の新規委員委
嘱も視野に検討していく。

⼩ 牧 市 〇 34 3 〇 〇
稲 沢 市 〇 37 2 〇 〇
新 城 市 〇 40 4 〇 〇
東 海 市 〇 30 4 〇 〇
⼤ 府 市 〇 22 10 〇 〇 〇
知 多 市 〇 25 5 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 25 5 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 25 6 〇 〇 〇
⾼ 浜 市 〇 24 3 〇 〇
岩 倉 市 〇 20 3 〇 〇
豊 明 市 〇 22 1 〇 〇
⽇ 進 市 〇 28 6 〇 〇
⽥ 原 市 〇 28 2 〇 〇
愛 ⻄ 市 〇 19 6 〇 〇
清 須 市 〇 23 3 〇 〇
北名古屋市 〇 29 6 〇 〇
弥 富 市 〇 14 1 〇 〇
み よ し 市 〇 25 3 〇 〇
あ ま 市 〇 23 5 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 23 7 〇 〇
東 郷 町 〇 29 1 〇 〇
豊 ⼭ 町 〇 23 4 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 25 1 〇 〇
扶 桑 町 〇 25 4 〇 〇
⼤ 治 町 〇 23 6 〇 〇 〇 〇
蟹 江 町 〇 16 2 〇 〇 防災関係団体への⼥性委員

の推薦を要請した。
⾶ 島 村 〇 18 2 〇 〇
阿 久 ⽐ 町 〇 30 4 〇 〇
東 浦 町 〇 30 2 〇 〇
南 知 多 町 〇 19 2 〇 〇
美 浜 町 〇 21 3 〇 〇
武 豊 町 〇 20 3 〇 〇
幸 ⽥ 町 〇 20 4 〇 〇
設 楽 町 〇 21 0 〇 〇
東 栄 町 〇 17 0 〇 〇
豊 根 村 〇 25 1 〇 〇

Q9でその他を選択した場
合には回答をお願いしま

す。

市 区 町 村 Q6 Q7 Q8 Q9

地⽅防災会議を設置して
いますか。

地⽅防災会議の委員の⼈
数（委員⻑を含む）につ
いて教えてください。
（令和4年12⽉31⽇現

在）

地⽅防災会議に⼥性委員を増やすため
の取組をしていますか？

地⽅防災会議に⼥性委員を増やすためにどのような取組を⾏っていますか？



愛 知 県
Q13 Q15

はい いいえ 指針を作
成・修正して
いない

Q11で「いい
え」または
「指針を作
成・修正して
いない」と

回答

防災・危機
管理担当部
局と男⼥共
同参画部局
や男⼥共同
参画セン
ターと連携
して作成し
た。

男⼥共同参
画部局や男
⼥共同参画
センターの
役割を位置
づけた。

住⺠参画に
よるワーク
ショップや
意⾒交換を
実施し、⼥
性の意⾒を
聞くための
⼯夫をし
た。

その他 記載されて
いない、ま
たはQ11で
「指針を作
成・修正して
いない」と

                       回答

プライバ
シーの確保

情報の伝
達、コミュ
ニケーショ
ンの確保

妊産婦、乳
幼児を持つ
⼥性への⽀

援

避難所内で
の託児所の

設置

病⼈、障害
者、⾼齢者
などの世話
をしている⽅
への⽀援

⼥性への暴
⼒やセクハ
ラ防⽌のた
めの安全対

策

避難所運営
への⼥性の
参画の推進

その他

名 古 屋 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 橋 市 〇 〇 〇 市役所の⼥性職員をメ

ンバーとした検討会で
議論した。
地域⾃主防災会が実施
する防災訓練で⼥性⽬
線の避難所開設訓練を
⾏った。
⾃治会役員・教員と⼀
緒に避難所の区画割等
を検討する研修を実施
し、チェックリストを
作成し、全⼩中学校へ
配布した。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡 崎 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼀ 宮 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 〇 〇
春 ⽇ 井 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 川 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
津 島 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
碧 南 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
安 城 市 〇 〇 〇 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 〇 「避難所における良好

な⽣活環境の確保に向
けた取組指針（内閣
府）」を踏まえ、⼥性
の視点を追加。

〇 〇 〇 〇 〇

蒲 郡 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 〇 〇 〇 〇
常 滑 市 〇 〇 ⼥性の担当職員と作成

した。
〇 避難所の担当職員につい

て男⼥を均等に割り付け
た。

江 南 市 〇 〇 〇
⼩ 牧 市 〇 〇 〇 〇
稲 沢 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
新 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 海 市 〇 〇 ⼥性職員の意⾒を積極

的に取り⼊れた。
〇 〇 〇 〇 〇

⼤ 府 市 〇 〇 〇 〇 〇
知 多 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ 浜 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岩 倉 市 〇 〇 〇 〇
豊 明 市 〇 〇 〇 〇 〇
⽇ 進 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽥ 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
愛 ⻄ 市 〇 〇 〇
清 須 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
北名古屋市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
弥 富 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
み よ し 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
あ ま 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇 〇 〇
東 郷 町 〇 〇 避難所マニュアルへ⼥

性参画の必要性等を明
記している。

〇 〇 〇 〇 〇

豊 ⼭ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇 〇 〇
扶 桑 町 〇 〇 〇
⼤ 治 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
蟹 江 町 〇 〇 防災会議内で⼥性委員

に意⾒をいただくよう
促している。

〇 〇 〇 〇 〇

⾶ 島 村 〇 〇 男⼥共同参画の指針等
を参考に計画を作成

〇 〇 〇 〇

阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 浦 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
南 知 多 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
美 浜 町 〇 〇 ・避難所運営委員に⼥

性を含めるようにし
た。
・防災計画(計画の性
格、基本理念、応急活
動のマニュアル作成)
に男⼥共同参画の視点
を取り⼊れた。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

武 豊 町 〇 〇 専⾨職の⽅（保健師
等）と個別に意⾒交換
を⾏った。

〇 〇 〇

幸 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
設 楽 町 〇 〇 〇 〇
東 栄 町 〇 〇 〇
豊 根 村 〇 〇 〇

Q14でその他を選択した
場合には回答をお願いし

ます。

市 区 町 村 Q11 Q12 Q14

これまでに地域防災計画や避難所運営に
関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイ
ドラインを含む）の作成・修正にあたっ
て、男⼥共同参画の視点を取り⼊れるた

めの取組をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

地域防災計画や避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイ
ドラインを含む）の作成・修正にあたり、男⼥共同参画の視点を取

り⼊れるためにどのような取組を⾏っていますか？

Q12でその他を選択し
た場合には回答をお願

いします。

避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に次の項⽬が記載されていますか？



愛 知 県
Q17

記載され
ていな
い、また
はQ11で
「指針を
作成・修
正してい
ない」と

 回答

更⾐室 授乳室 おむつ替
えスペー
ス（⼤⼈
⽤、こど
も⽤）

トイレ
（男⼥
別、多⽬
的）

間仕切り
（感染症
予防の観
点のみか
らの設置
は含まな
い）

男⼥別洗
濯物⼲し

場

簡易調理
施設（調
乳や離乳
⾷・介護
⾷の調理
等のた
め）

その他 ⼥性⽤
品：⽣理
⽤ナプキ

ン

⼥性⽤
品：おり
ものシー

ト

⼥性⽤
品：サニ
タリー
ショーツ

⼥性⽤
品：防犯
ブザー/ホ
イッスル

⼥性⽤
品：⼥性
⽤下着
（各種サ
イズ）

若者（⼥
性）：⼥
児⽤下着
（発達段
階ごとに
適したサ
イズ、形
態のも
の）

妊産婦：
妊産婦⽤
下着

妊産婦：
妊産婦⽤
⾐類

妊産婦：
⺟乳パッ

ド

⼥性・妊
産婦⽤品
を備蓄し
ていない

名 古 屋 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 橋 市 〇 設備としては、備えて

いないが、テントを授
乳室や⼥性の洗濯⼲し
場として使⽤するよう
指導している。
また、⼩中学校につい
ては体育館・教室をど
のように使⽤するかを
事前に地域と学校で調
整し、「学校が避難所
となった場合の施設利
⽤計画」を作成してお
り、その中で授乳室や
洗濯物を⼲す場所等確
保している。

〇

岡 崎 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼀ 宮 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 〇
春 ⽇ 井 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 川 市 〇 〇 〇 〇 〇
津 島 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
碧 南 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
安 城 市 〇 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
蒲 郡 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 〇
常 滑 市 〇 〇
江 南 市 〇 〇
⼩ 牧 市 〇 〇 〇 〇 〇
稲 沢 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
新 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 海 市 〇 〇 〇 〇
⼤ 府 市 〇 〇 〇 〇
知 多 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 〇 〇 〇 〇 ⼦ども部屋

プライバシー確保のた
めの間仕切等設置

〇

⾼ 浜 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岩 倉 市 〇 〇 〇 〇 〇
豊 明 市 〇 〇 〇 〇 〇
⽇ 進 市 〇 〇 〇 〇
⽥ 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
愛 ⻄ 市 〇 〇 〇
清 須 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
北名古屋市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
弥 富 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
み よ し 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
あ ま 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 郷 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 ⼭ 町 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇
扶 桑 町 〇 〇
⼤ 治 町 〇 〇 〇 〇 〇 ⼦ども部屋 〇
蟹 江 町 〇 〇 〇 〇 〇
⾶ 島 村 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 浦 町 〇 〇 〇 〇 〇
南 知 多 町 〇 〇 〇 〇 〇
美 浜 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
武 豊 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
幸 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
設 楽 町 〇 〇 〇 〇 〇
東 栄 町 〇 〇
豊 根 村 〇 〇

避難所運営に関する指針（⼿引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に男⼥共同参画の視点を考慮し
て、下記の設備の設置が記述されていますか？

Q16でその他を選択し
た場合には回答をお願

いします。

現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。
市 区 町 村 Q16 Q18



愛 知 県

乳幼児⽤
品：粉ミル
ク（アレル
ギー⽤含
む）⼜は液
体ミルク

乳幼児⽤
品：枕や
クッション
（授乳室ご
とに数個）

乳幼児⽤
品：授乳⽤
ケープ・バ
スタオル等
（ストール
でも可）

乳幼児⽤
品：乳幼児
⽤飲料・軟

⽔

乳幼児⽤
品：哺乳
瓶・⼈⼯乳
⾸・コップ
（授乳⽤に
使い捨て紙
コップ可）

乳幼児⽤
品：消毒
剤・洗剤・
洗浄⽤ブラ
シ等の器具

乳幼児⽤
品：湯沸か
し器具・煮
沸⽤鍋（⾷
⽤と別）

乳幼児⽤
品：離乳⾷
（アレル
ギー対応⾷
を含む）

乳幼児⽤
品：⽫・ス
プーン（乳
幼児サイ
ズ）

乳幼児⽤
品：乳幼児
⽤紙おむつ
（各種サイ
ズ、⼥児
⽤、男児
⽤）

乳幼児⽤
品：おしり

ふき

乳幼児⽤品
を備蓄して
いない

介護⽤品：
⼤⼈⽤紙お
むつ（各種
サイズ、⼥
性⽤、男性

⽤）

介護⽤品：
尿取りパッ
ド（⼥性
⽤、男性
⽤）

介護⽤品：
おしりふき

介護⽤品：
介護⾷（お
かゆ、とろ
み⾷、とろ
み剤）

介護⽤品：
簡易トイ
レ・据置式
洋式トイレ

介護⽤品：
防犯ブザー
/ナース
コール

介護⽤品：
義⻭洗浄剤

外国⼈（⼥
性）：ス
トール

外国⼈（⼥
性）：宗教
上の理由に
関わらず⾷
べられる⾷

べ物

共通：中⾝
の⾒えない
ゴミ袋（⽣
理⽤品、お
むつ⽤等）

共通：ス
プーン・
フォーク
（外国⼈、
介護⽤等）

共通：プラ
イバシーが
⼗分に保護
される間仕
切り・パー
ティション

共通：⾜腰
が悪い⼈の
ための寝具
（段ボール
ベッド等）

介護、外国
⼈（⼥性）
⽤品等を備
蓄していな

い

名 古 屋 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 橋 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡 崎 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼀ 宮 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇
春 ⽇ 井 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 川 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
津 島 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
碧 南 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
安 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
蒲 郡 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
常 滑 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
江 南 市 〇 〇 〇 〇
⼩ 牧 市 〇 〇 〇 〇
稲 沢 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
新 城 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 海 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ 府 市 〇 〇 〇 〇 〇
知 多 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾼ 浜 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岩 倉 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 明 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽇ 進 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⽥ 原 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
愛 ⻄ 市 〇 〇 〇 〇 〇
清 須 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
北名古屋市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
弥 富 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
み よ し 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
あ ま 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 郷 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豊 ⼭ 町 〇 〇 〇 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇
扶 桑 町 〇 〇 〇 〇
⼤ 治 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
蟹 江 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⾶ 島 村 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東 浦 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
南 知 多 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
美 浜 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
武 豊 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
幸 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
設 楽 町 〇 〇 〇 〇 〇
東 栄 町 〇 〇 〇 〇
豊 根 村 〇 〇 〇 〇 〇 〇

現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。 現時点（令和4年12⽉31⽇時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください。
市 区 町 村 Q19 Q20



愛 知 県
Q24

はい いいえ 計画を策定し
ていない

はい いいえ Q22で「いいえ」
と回答

物資の準備の際に
ガイドラインの
「備蓄チェック
シート」を活⽤し

た。

物資の準備の際に
⼥性職員や男⼥共
同参画部局の職員
が参画した。

公的な備蓄だけでは
対応できない事態が
⽣じることを想定
し、⼥性、乳幼児等
が必要とする物資の
調達のため、倉庫業
者や運送業者等の関
係団体や企業との協
定や、他の地⽅公共
団体と災害援助協定

を締結した。

住⺠に平常時から
の備えを促すた
め、⼥性⽤品や乳
幼児⽤品を含む⽣
活必需品のローリ
ングストックや⾮
常時持出袋の準備
等について、防災
訓練や各種イベント
等を通じて啓発し

た。

その他

名 古 屋 市 〇 〇 〇
豊 橋 市 〇 〇 〇
岡 崎 市 〇 〇 〇
⼀ 宮 市 〇 〇 〇 〇
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 〇 〇
春 ⽇ 井 市 〇 〇 〇 〇
豊 川 市 〇 〇 〇 〇
津 島 市 〇 〇 〇
碧 南 市 〇 〇 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇
豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
安 城 市 〇 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 〇 〇 〇
蒲 郡 市 〇 〇 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 〇 〇
常 滑 市 〇 〇 〇
江 南 市 〇 〇 〇
⼩ 牧 市 〇 〇 〇
稲 沢 市 〇 〇 〇 〇 〇
新 城 市 〇 〇 〇
東 海 市 〇 〇 〇
⼤ 府 市 〇 〇 〇 〇
知 多 市 〇 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 〇 〇
⾼ 浜 市 〇 〇 〇
岩 倉 市 〇 〇 〇
豊 明 市 〇 〇 〇
⽇ 進 市 〇 〇 〇
⽥ 原 市 〇 〇 〇
愛 ⻄ 市 〇 〇 〇
清 須 市 〇 〇 〇
北名古屋市 〇 〇 〇
弥 富 市 〇 〇 〇
み よ し 市 〇 〇 〇 〇
あ ま 市 〇 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇
東 郷 町 〇 〇 〇
豊 ⼭ 町 〇 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇 〇
扶 桑 町 〇 〇 〇
⼤ 治 町 〇 〇 〇 〇
蟹 江 町 〇 〇 〇 物資の準備の際に、⼥性

職員に災害時に必要なも
のを聞き取りした。

⾶ 島 村 〇 〇 〇 〇
阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇 〇
東 浦 町 〇 〇 〇
南 知 多 町 〇 〇 〇
美 浜 町 〇 〇 〇
武 豊 町 〇 〇 〇
幸 ⽥ 町 〇 〇 〇
設 楽 町 〇 〇 〇
東 栄 町 〇 〇
豊 根 村 〇 〇 〇

Q18〜20の備蓄品について、期限管理や定
期的な在庫確認（棚卸し）について備蓄計

画等で決めていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

これまで物資の備蓄にあた
り、男⼥共同参画の視点を
取り⼊れるための取組をして

いますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

物資の備蓄にあたり、男⼥共同参画の視点を取り⼊れるためにどのような取組を⾏っていますか？ Q23でその他を選択した
場合には回答をお願いし

ます。

市 区 町 村 Q21 Q22 Q23



愛 知 県
Q27 Q30

はい いいえ Q25で「い
いえ」と回

答

⾃治会⻑や⾃主
防災組織の男性
リーダーに対
し、男⼥共同参
画の視点の重要
性についての理
解促進や啓発を

⾏った。

⼥性による
⾃主防災組
織の形成を
⽀援した。

その他 はい いいえ Q28で「い
いえ」と回

答

⼥性を対象
とした防災
リーダー養
成講座を実
施した。

男⼥共同参
画の視点か
らの防災を
テーマに
し、住⺠向
けの防災講
座やセミ
ナーを実施
した。

⼥性を中⼼とし
た防災訓練を実
施した。もしく
は、防災訓練に
⼥性の参加者を
増やすための⼯
夫を⾏った。

その他

名 古 屋 市 〇 〇 〇 〇 ⼥性会等を対象に防災講話を実
                            施した。

豊 橋 市 〇 〇 〇 ⾃主防災組織活動マニュアル
において、⼥性参画の重要性
について記載した。
全国防災リーダー研修会に⼥
性職員を派遣し、防災リー
ダーの中で報告を⾏ってもら
い、⼥性参画の重要性につい
て話してもらった。

〇 〇

岡 崎 市 〇 〇 〇 〇 〇
⼀ 宮 市 〇 〇 〇 〇 講座の内容に、男⼥共同参画の

視点を取り⼊れた
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 〇 防災担当部局に所属する⼥性

市職員が⾃主防災組織に⾃ら
アドバイザーとして、会議や
訓練に参加し、⼥性委員の登
⽤の⽀援活動を⾏った。

〇 〇 防災担当部局に所属する⼥性市
職員が⾃主防災組織の訓練に参
加し、だれにでもやさしい避難
所づくりを⽬指し、要配慮者や
⼥性に優しい避難所運営活動の
取り組みの⽀援を⾏った。

春 ⽇ 井 市 〇 〇 QRコードを活⽤した消防訓練
動画及び貸与資器材の操作⽅
法説明動画の配信

〇 〇 防災啓発事業において、⼥性視
点の防災対策として、備蓄品等
の展⽰を実施した。

豊 川 市 〇 〇 〇 〇
津 島 市 〇 〇 〇 〇
碧 南 市 〇 〇 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇 〇
豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
安 城 市 〇 〇 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 〇 〇 〇
蒲 郡 市 〇 〇 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 〇 〇 〇
常 滑 市 〇 〇 〇 〇
江 南 市 〇 〇 〇 ⾃主防災組織の会⻑を含め、

⾃主防災組織による防災訓練
の中で、男⼥共同参画の視点
の重要性や、⾃主防災組織へ
の⼥性の参加の促進について
啓発した。

〇 〇 ⾃主防災組織の会⻑を含め、⾃
主防災組織による防災訓練の中
で、男⼥共同参画の視点の重要
性や、⾃主防災組織への⼥性の
参加の促進について啓発した。

⼩ 牧 市 〇 〇 地区防災訓練や⾃主防災会の
会合などの機会を捉え、⼥性
の参加をお願いした。

〇 〇 地区防災訓練や⾃主防災会の会
合などの機会を捉え、⼥性の参
加をお願いした。

稲 沢 市 〇 〇 〇 〇 〇
新 城 市 〇 〇 〇 〇
東 海 市 〇 〇 〇 〇
⼤ 府 市 〇 〇 〇 ⾃主防災会へ、「⼥性のため

の防災セミナー」及び「⼥性
⽬線の防災セミナー」と題し
た⼥性防災リーダーの養成を
⽬的とした⼈材育成セミナー
への参加を呼び掛け、参加し
ていただいた。

〇 〇 〇

知 多 市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 〇 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 〇 〇 〇
⾼ 浜 市 〇 〇 〇 〇
岩 倉 市 〇 〇 防災に関する講習会等で⼥性

⽬線の防災活動の重要性を啓
発した。

〇 〇

豊 明 市 〇 〇 〇 〇 外部団体主催の防災訓練講座に
て⼥性の防災活動参画啓発チラ
シを配布。

⽇ 進 市 〇 〇 ⾃主防災組織への交付⾦に対
し、⼥性⼈材育成による加算
制度を設けている。

〇 〇 ⾃主防災組織への交付⾦に対
し、⼥性⼈材育成による加算制
度を設けている。

⽥ 原 市 〇 〇 〇 ・⾃主防災活動推進地区の事
業打ち合わせへの参加
・⼥性の視点を取り⼊れるた
めの意⾒交換会を実施

〇 〇

愛 ⻄ 市 〇 〇 〇 〇
清 須 市 〇 〇 〇 〇 各⾃治体の⾃主防災訓練にて講

話を⾏う際に、⼥性の活躍の重
要性を周知した。

北名古屋市 〇 〇 〇 〇
弥 富 市 〇 〇 〇 〇
み よ し 市 〇 〇 〇 〇
あ ま 市 〇 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇 〇
東 郷 町 〇 〇 訓練等に⼥性防災クラブ員の

参画
〇 〇

豊 ⼭ 町 〇 〇 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇 〇
扶 桑 町 〇 〇 〇 〇
⼤ 治 町 〇 〇 〇 〇
蟹 江 町 〇 〇 〇 〇 ⾃主防災会議の場で地域防災訓

練に⼥性が参加していただくよ
う声掛けをした。

⾶ 島 村 〇 〇 〇 〇
阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇 〇
東 浦 町 〇 〇 〇 〇
南 知 多 町 〇 〇 〇 〇
美 浜 町 〇 〇 〇 〇
武 豊 町 〇 〇 防災リーダー養成講座の際、

⼥性参加者に向けて⾃主防災
組織への加⼊を促した。

〇 〇 防災リーダー養成講座の際、⼥
性講師による講和を組み込ん
だ。

幸 ⽥ 町 〇 〇 〇 〇 〇
設 楽 町 〇 〇 〇 〇
東 栄 町 〇 〇 〇 〇
豊 根 村 〇 〇 〇 〇

Q29でその他を選択した場合に
は回答をお願いします。

市 区 町 村 Q25 Q26 Q28 Q29

これまで⾃主防災組織への
⼥性の参画を促すための取

組をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

これまで⾃主防災組織への⼥性の参画を促すためにどのよ
うな取組を⾏っていますか？

Q26でその他を選択した場合
には回答をお願いします。

これまで地域の防災活動に
⼥性が参画するための取組

をしていますか？
（令和4年12⽉31⽇時点）

地域の防災活動に⼥性が参画するためにどのような取組を⾏っています
か？



愛 知 県 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q33 Q35

はい いいえ Q31で「いい
え」と回答

災害対策本部
の構成員に男
⼥共同参画担
当部局の⻑、
⼜は男⼥共同
参画センター
⻑を配置し

た。

災害対策本部や下
部組織（避難所対
策チーム等）、事
務局組織に⼥性職
員、男⼥共同参画
担当部局、男⼥共
同参画センターの
職員を配置した。

その他 取組をしてい
ない

特にしていな
い

⼥性職員が宿
直等を安全・
安⼼に⾏える
環境の整備を
している。

庁舎内で⼀時
的にこどもを
預かるための
場所、⼈材を
確保してい
る。

⺠間の保育事
業者や介護事
業者等とこど
もや要配慮者
等の⼀時預か
りに関する協
定を提携して
いる。

メンタルヘルスケアを
⾏っている。

（例：災害対応に携わ
る職員⾃⾝も被災者で
あることから、⽀援側
のストレス緩和や⼼⾝
のケアのための休養や
相談環境の整備等）

その他

名 古 屋 市 〇 〇 〇
豊 橋 市 〇 〇 〇
岡 崎 市 〇 〇 〇 避難所運営に男

⼥共同参画の視
点を取り⼊れる
ために、担当部
局を運営担当に
配置した。

〇 適切なローテーショ
ンにより宿直等を⾏
わなくて済む体制を
構築した。

⼀ 宮 市 〇 〇 〇
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 〇 〇
春 ⽇ 井 市 〇 〇 〇
豊 川 市 〇 〇 〇
津 島 市 〇 〇 〇
碧 南 市 〇 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇
豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇
安 城 市 〇 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 〇 〇
蒲 郡 市 〇 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 〇 〇
常 滑 市 〇 〇 〇
江 南 市 〇 〇 〇
⼩ 牧 市 〇 〇 〇
稲 沢 市 〇 〇 〇
新 城 市 〇 〇 〇 〇
東 海 市 〇 〇 〇
⼤ 府 市 〇 〇 〇
知 多 市 〇 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 〇 〇
⾼ 浜 市 〇 〇 〇
岩 倉 市 〇 〇 〇
豊 明 市 〇 〇 〇
⽇ 進 市 〇 〇 〇
⽥ 原 市 〇 〇 〇 〇
愛 ⻄ 市 〇 〇 〇
清 須 市 〇 〇 〇
北名古屋市 〇 〇 〇
弥 富 市 〇 〇 〇
み よ し 市 〇 〇 〇 〇
あ ま 市 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇
東 郷 町 〇 〇 〇
豊 ⼭ 町 〇 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇
扶 桑 町 〇 〇 〇
⼤ 治 町 〇 〇 〇
蟹 江 町 〇 〇 〇
⾶ 島 村 〇 〇 〇
阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇
東 浦 町 〇 〇 〇
南 知 多 町 〇 〇 〇
美 浜 町 〇 〇 〇 〇
武 豊 町 〇 〇 〇
幸 ⽥ 町 〇 〇 〇
設 楽 町 〇 〇 〇
東 栄 町 〇 〇 〇
豊 根 村 〇 〇 〇

Q34でその他を選択
した場合には回答を
お願いします。

市 区 町 村 Q31 Q32 Q34

令和4年1⽉1⽇から令和4年12
⽉31⽇までの間に、災害対策
本部（災害対策基本法で定義
される災害対策本部に限

る。）が設置されましたか？
（※）

災害対策本部において、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※） Q32でその他を選
択した場合には
回答をお願いし
ます。（※）

令和4年12⽉31⽇時点において、災害対応業務に参画する⼥性職員・男性職員に対する⽀援対策を
⾏っていますか？



愛 知 県 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q38 Q40

はい いいえ Q36で「い
いえ」と回

答

「避難所
チェック
シート」を
活⽤し、避
難所の設
置・運営を
⾏った。

避難所の運
営にあたる
職員に「避
難所チェッ
クシート」
の活⽤を周
知した。

プライバ
シーの確保
を⾏った。

要配慮者へ
の配慮を
⾏った。

⼥性の視点
を踏まえた
トイレ・⼊
浴施設の設
置を⾏っ
た。

⼥性に対す
る暴⼒の防
⽌・安全確
保の取組を
⾏った。

避難所の運
営体制に⼥
性が参画す
るよう推進
した。

⼥性、男
性、育児・
介護を⾏う
世帯等の多
様なニーズ
の把握を
⾏った。

その他 取組をして
いない

Q36で「い
いえ」と回

答

⼥性、男
性、育児・
介護を⾏う
世帯等の多
様なニーズ
の把握を
⾏った。

⼥性⽤品、
乳幼児⽤品
等の物資や
⾷料の提供
を⾏った

その他 取組をして
いない

名 古 屋 市 〇 〇 〇 〇
豊 橋 市 〇 〇 〇
岡 崎 市 〇 〇 短期間のため該当

するものなし
〇 防犯対策の内容を含む

⾞中泊避難の啓発資料
を作成

⼀ 宮 市 〇 〇 〇
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇
半 ⽥ 市 〇 〇 〇
春 ⽇ 井 市 〇 〇 〇
豊 川 市 〇 〇 〇
津 島 市 〇 〇 〇
碧 南 市 〇 〇 〇
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇 避難者が少数で

あったため、男⼥
共同参画の視点か
らの取組を⾏って
いない。

〇

豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 〇 〇 避難所を開設したが、
⾞中泊避難者等は避難
してこなかった。

安 城 市 〇 〇 〇
⻄ 尾 市 〇 〇 〇
蒲 郡 市 〇 〇 〇
⽝ ⼭ 市 〇 〇 〇
常 滑 市 〇 〇 〇
江 南 市 〇 〇 〇 避難所において、

台⾵に備えた⾃主
的な避難であるこ
とから、避難者の
⼈数が少なく、開
設時間も短いた
め、今回のケース
では具体的な対応
はしていない。

〇 ⾃主避難であるため、
対応していない。

⼩ 牧 市 〇 〇 〇
稲 沢 市 〇 〇 〇
新 城 市 〇 〇 〇
東 海 市 〇 〇 避難所を開設した

が、避難者が０⼜
は１⼈と少なかっ
たため、男⼥共同
参画の視点からの
取組みをする必要
がなかった。

〇 Q38に同じ

⼤ 府 市 〇 〇 台⾵の接近に伴い
避難所を開設した
ところ、停電等の
被害が無かったこ
とから、施設も通
常通り使⽤でき、
⾃主避難者もほと
んどいなかったた
め、上記内容に当
てはまる取組に⾄
らなかった。

〇 Q38のとおり。

知 多 市 〇 〇 〇
知 ⽴ 市 〇 〇 〇
尾 張 旭 市 〇 〇 〇
⾼ 浜 市 〇 〇 〇
岩 倉 市 〇 〇 〇
豊 明 市 〇 〇 〇
⽇ 進 市 〇 〇 〇
⽥ 原 市 〇 〇 短期間のため該当

するものなし
〇

愛 ⻄ 市 〇 〇 〇
清 須 市 〇 〇 〇 〇 〇 避難所はごく少数で、

ニーズがなかった。

北名古屋市 〇 〇 〇
弥 富 市 〇 〇 〇
み よ し 市 〇 〇 〇
あ ま 市 〇 〇 〇
⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇
東 郷 町 〇 〇 〇
豊 ⼭ 町 〇 〇 〇
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇 〇
扶 桑 町 〇 〇 〇
⼤ 治 町 〇 〇 〇
蟹 江 町 〇 〇 〇
⾶ 島 村 〇 〇 〇 〇 〇 在宅避難、⾞中泊避難

無し
阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇
東 浦 町 〇 〇 〇
南 知 多 町 〇 〇 〇
美 浜 町 〇 〇 〇 〇 ⾃主避難のための避難

所設置のため、該当者
なし

武 豊 町 〇 〇 〇
幸 ⽥ 町 〇 〇 〇 要望がなかった
設 楽 町 〇 〇 〇
東 栄 町 〇 〇 〇
豊 根 村 〇 〇 〇

市 区 町 村 Q36 Q37 Q39

Q39でその他を選択し
た場合には回答をお
願いします。（※）

令和4年1⽉1⽇から令和4
年12⽉31⽇までの間に、
避難所が開設されました

か？（※）

避難所の開設・運営にあたり、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※） Q37でその他を選
択した場合には回
答をお願いしま
す。（※）

在宅避難、⾞中泊避難を含む避難所以外の避難者について、男⼥共
同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※）



愛 知 県 ※令和4年1⽉1⽇〜12⽉31の期間に発⽣した災害、及び過去の災害に対しての災害対策本部（⼜は復興対策本部）で同期間も活動を続けているものについて回答したもの。
Q43 Q45 Q46

はい いいえ Q41で「いい
え」と回答

復興対策本部
の構成員に⼥
性を配置し
た。

復興対策本部
の事務局組織
に⼥性職員、
男⼥共同参画
担当部局、男
⼥共同参画セ
ンターの職員
を配置した。

その他 取組をしてい
ない

Q41で「いい
え」と回答

復興計画の策
定に向けた委
員会等におい
て⼥性委員の
割合を増やす
等、⼥性の参
画を促した。

復興計画委員
会の下部組織
（分科会）に
⼥性の参画を
促した。

⽣活再建⽀援
として、⼥性
の視点からの
取組を⾏っ
た。

その他 取組をしてい
ない

名 古 屋 市 〇 〇 〇                             特になし
豊 橋 市 〇 〇 〇 平成29年から令和2年の4年間で防

災に⼥性の⽬線と参加を取り⼊れる
検討会を実施し、様々な防災の取り
組みに⼥性の視点を取り⼊れるよう
にした。
市役所内の⼥性職員による意⾒交換
会を実施し、災害対応に⼥性が参画
するために何が必要かを議論した。
今後意⾒を踏まえて改善を実施して
いく予定。

岡 崎 市 〇 〇 〇 防災会議8号委員に男⼥共同参画の
専⾨家を任⽤した

⼀ 宮 市 〇 〇 〇 特になし
瀬 ⼾ 市 〇 〇 〇 特になし
半 ⽥ 市 〇 〇 〇 特になし
春 ⽇ 井 市 〇 〇 〇 特になし
豊 川 市 〇 〇 〇 特になし
津 島 市 〇 〇 〇 特になし
碧 南 市 〇 〇 〇 特になし
刈 ⾕ 市 〇 〇 〇 特になし
豊 ⽥ 市 〇 〇 〇 ⾮常持ち出し品の準備のポイントや

ローリングストックなどについて記
載したパンフレット「防災⻁の巻」
において、⼀般⽤とは別に⼥性⽤の
防災⻁の巻を作成し、市⺠啓発⽤と
して配布している。

安 城 市 〇 〇 〇 特になし
⻄ 尾 市 〇 〇 〇 特になし
蒲 郡 市 〇 〇 〇 特になし
⽝ ⼭ 市 〇 〇 〇 特になし
常 滑 市 〇 〇 〇 市⺠にも男⼥共同参画の視点を意識

してもらえるように研修や講座を考
えている。

江 南 市 〇 〇 〇 特になし
⼩ 牧 市 〇 〇 〇 特になし
稲 沢 市 〇 〇 〇 特になし
新 城 市 〇 〇 〇 特になし
東 海 市 〇 〇 〇 特になし
⼤ 府 市 〇 〇 〇 令和4年度に市⺠向けに「避難所に

男⼥共同参画の視点を」と題して講
演とグループワークを⾏った。（お
おぶ男⼥共同参画ネットワーク主
催。事務局は市男⼥共同参画担当部
署）
⼥性防災⼠が講師となり、DAIWA
防災学習センターにおいて、「⼥性
のための防災セミナー」及び「⼥性
⽬線の防災セミナー」と題した⼥性
防災リーダーの養成を⽬的とした⼈
材育成セミナーを開催した。

知 多 市 〇 〇 〇 特になし
知 ⽴ 市 〇 〇 〇 特になし
尾 張 旭 市 〇 〇 〇 市⺠向け防災訓練にて、「男⼥共同

参画の視点から考える避難所」につ
いてのリーフレットを配布。

⾼ 浜 市 〇 〇 〇 特になし
岩 倉 市 〇 〇 〇 特になし
豊 明 市 〇 〇 〇 特になし
⽇ 進 市 〇 〇 〇 特になし
⽥ 原 市 〇 〇 〇 特になし
愛 ⻄ 市 〇 〇 〇 特になし
清 須 市 〇 〇 〇 特になし
北名古屋市 〇 〇 〇 特になし
弥 富 市 〇 〇 〇 特になし
み よ し 市 〇 〇 〇 特になし
あ ま 市 〇 〇 〇 令和5年2⽉、市の男⼥共同参画部

局が県の男⼥共同参画財団と共に、
地域防災（南海トラフ地震からの避
難）をテーマとした市⺠向けのセミ
ナーを開催する予定。

⻑ 久 ⼿ 市 〇 〇 〇 特になし
東 郷 町 〇 〇 〇 特になし
豊 ⼭ 町 〇 〇 〇 特になし
⼤ ⼝ 町 〇 〇 〇 特になし
扶 桑 町 〇 〇 〇 特になし
⼤ 治 町 〇 〇 〇 特になし
蟹 江 町 〇 〇 〇 特になし
⾶ 島 村 〇 〇 〇 特になし
阿 久 ⽐ 町 〇 〇 〇 特になし
東 浦 町 〇 〇 〇 特になし
南 知 多 町 〇 〇 〇 特になし
美 浜 町 〇 〇 〇 防災に関する全ての取組に際して、

男⼥の分け隔てなく事業を企画、運
営している。

武 豊 町 〇 〇 〇 特になし
幸 ⽥ 町 〇 〇 〇 特になし
設 楽 町 〇 〇 〇 特になし
東 栄 町 〇 〇 〇 特になし
豊 根 村 〇 〇 〇 特になし

市 区 町 村
復興対策本部において、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いました

か？（※）
Q42でその他を選択した場
合には回答をお願いしま

す。（※）

その他、復旧・復興にあたり、男⼥共同参画の視点からの取組を⾏いましたか？（※） Q44でその他を選択した場
合には回答をお願いしま

す。（※）

その他に男⼥共同参画の視点から
の防災に関して取り組んでいること
がありましたら記載をお願いしま
す。特にない場合には、「特にな

し」と回答してください。

令和4年1⽉1⽇から令和4年
12⽉31⽇までの間に、復興
対策本部が設置されました

か？（※）

Q44Q41 Q42


